
意 見 書  意 見 書  

■
百
草
・
落
川
地
内
大
規
模
墓
地
開
発
計
画
に
関
す

　
る
意
見
書
 

　
日
野
市
議
会
は
、
「
宗
教
法
人
・
西
光
寺
に
よ
る

落
川
１
１
１
４
番
２
外
４
筆
に
お
け
る
新
規
の
大
規

模
な
墓
地
等
の
開
発
に
反
対
す
る
請
願
」
を
平
成
 

 市
及
び
地
域
住
民
は
、
事
業
計
画
者
に
対
し
強
く
協

力
要
請
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
 

に
当
時
の
厚
生
省
通
知
の
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
前
段
の
点
を
考
慮
し
た
上
、
市
及
び
住
民

と
土
地
所
有
者
等
事
業
計
画
者
の
協
議
が
調
う
ま
で
、

墓
地
等
の
経
営
許
可
を
与
え
な
い
よ
う
強
く
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

【
意
見
書
提
出
先
】
東
京
都
知
事
 

■
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ

　
を
求
め
る
意
見
書
 

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
け
が
や
病
気
の
時
に
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
国

民
の
願
い
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
法
第
４
条
は
「
国

は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
健
全
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
１
９
８
４
年
以
降
、
国
は
国
民
健
康
保

険
に
対
す
る
国
庫
負
担
を
減
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

保
険
税
や
自
治
体
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
増
え

続
け
、
家
計
や
自
治
体
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
 

　
日
野
市
議
会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
も
の
で
す
。
 

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
 

　
請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
採
択
 

◎
学
童
内
の
事
故
に
関
す
る

　
陳
情
 

【
要
旨
】
次
の
項
目
に
つ
い

て
陳
情
し
ま
す
。
①
保
険
が

適
用
さ
れ
な
い
場
合
は
市
が

責
任
を
持
つ
②
保
険
内
容
の

見
直
し
③
適
正
な
職
員
配
置
 

【
結
論
】
全
会
一
致
の
採
択
。
 

◎
（
仮
称
）
豊
田
南
地
区
１

　
号
公
園
予
定
地
を
一
部
活

　
用
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
ン
タ
ー
の
建
設
要
望
に
関

　
す
る
請
願
 

【
要
旨
】
各
種
会
合
、
文
化

活
動
、
災
害
避
難
等
に
対
応

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
早
期
建
設
を
要
望

し
ま
す
。
 

【
結
論
】
全
会
一
致
の
採
択
。
 

▼
不
採
択
 

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

　
上
げ
中
止
を
求
め
る
請
願
 

◎
日
野
市
国
民
保
護
計
画
案

　
と
そ
の
作
成
に
関
し
て
の

　
陳
情
 

▼
継
続
 

◎
日
野
市
の
子
育
て
計
画
に

　
保
護
者
・
市
民
の
声
を
反
映

　
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
陳
情
 

◎
バ
ス
乗
り
継
ぎ
券
発
行
に

　
関
す
る
請
願
 

◎
日
野
市
教
育
委
員
会
が
、

　
自
己
情
報
訂
正
請
求
不
承

　
諾
決
定
に
対
す
る
不
服
申

　
し
立
て
の
処
理
を
150
日

　
以
上
も
放
置
し
て
い
る
事

　
態
の
解
決
を
求
め
る
陳
情
 

◎
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
は

　
設
立
の
目
的
に
立
ち
戻
り

　
公
共
住
宅
の
役
割
を
は
た

　
す
こ
と
を
求
め
る
請
願
 

◎
日
本
政
府
は
「
オ
ス
ロ
宣

　
言
」
を
支
持
し
、
ク
ラ
ス

　
タ
ー
爆
弾
を
は
じ
め
非
人

　
道
兵
器
の
廃
棄
に
イ
ニ
シ

　
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
こ
と
を

　
求
め
る
意
見
書
に
関
し
て

　
の
陳
情
 

▼
取
り
下
げ
 

◎
公
立
幼
稚
園
の
運
営
に
保

　
護
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ

　
な
が
ら
進
め
る
こ
と
を
求

　
め
る
陳
情
 

　
請
願
・
陳
情
は
、
皆
さ
ん

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

有
効
な
手
段
で
す
。
 

　
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
所
管
の
委
員
会
で
審
査
さ

れ
、
本
会
議
で
採
択
・
不
採

択
が
決
定
し
ま
す
。
 

　
請
願
書
に
は
、
そ
の
内
容

と
代
表
者
及
び
署
名
さ
れ
た

方
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

次
の
要
領
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

○
内
容
は
で
き
る
だ
け
簡
潔

に
し
、
な
る
べ
く
A
４
判
で

横
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

○
請
願
に
は
１
名
以
上
の
紹

介
議
員
が
必
要
で
す
。
紹
介

議
員
が
な
く
て
も
陳
情
と
し

て
、
原
則
的
に
請
願
と
同
様

に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
 

○
郵
送
で
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
の
で
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
定
例
会

中
に
受
け
付
け
た
も
の
で
も

議
事
日
程
の
都
合
上
、
そ
の

定
例
会
で
審
議
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
議
会
事
務
局
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

森
田
　
美
津
雄
 

（
無
　
会
　
派
） 

い
の
ち
を
し
っ
か
り
と

育
む
、
子
ど
も
と
子
育

て
に
や
さ
し
い
地
域
社

会
を
！
 

今
井
　
昭
徳
 

（
市
民
ク
ラ
ブ
） 

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

を
〜
財
政
計
画
、
市
場

化
テ
ス
ト
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
と
新
職
員
給

与
に
つ
い
て
問
う
！
 

問
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に

つ
い
て
の
基
本
姿
勢
を
問
う
。

答
（
企
画
部
参
事
）
　
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
効
率
化
の
た
め
、

民
間
委
託
を
推
進
し
、
市
場

化
テ
ス
ト
も
研
究
し
ま
す
。
 

問
１
　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
の
市
の
基
本
姿
勢
は
。
 

答
１
（
子
ど
も
部
長
）
　
子

ど
も
に
安
全
安
心
な
居
場
所

を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
 

問
２
　
幼
保
一
元
化
の
今
後

の
取
り
組
み
を
問
う
。
 

答
２
（
子
ど
も
部
長
）
　
日

野
市
独
自
の
認
定
子
ど
も
園

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

峯
岸
　
弘
行
 

（
公
　
明
　
党
） 

地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
今
こ
そ
行
動
し
よ

う
！
 

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
 

地
域
の
諸
問
題
に
つ
い

て
 

池
田
　
利
恵
 

地
球
温
暖
化
防
止
に
対

す
る
日
野
市
の
取
り
組

み
 

大
高
　
哲
史
 

（
日
本
共
産
党
） 

商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て
日
野
市
の
考
え
を

問
う
 

中
谷
　
好
幸
 

（
日
本
共
産
党
） 

高
幡
不
動
駅
の
駅
舎
改

修
か
ら
教
訓
に
す
べ
き

こ
と
―
と
く
に
設
計
に

障
が
い
者
、
利
用
者
の

声
を
生
か
す
問
題
に
つ

い
て
 

少
子
化
問
題
を
ど
う
考

え
る
の
か
―
保
育
園
な

ど
の
改
革
計
画
の
基
本

的
立
場
に
つ
い
て
問
う
 

古
賀
　
壮
志
 

（
自
民
ク
ラ
ブ
） 

（
日
本
共
産
党
） 

（
自
民
ク
ラ
ブ
） 

多
摩
平
団
地
の
建
て
替

え
を
機
に
宿
泊
施
設
の

誘
致
を
！
 

新
選
組
の
ふ
る
さ
と
に

は
武
道
館
の
建
設
を
！
 

市
立
病
院
の
清
潔
・
清

掃
の
徹
底
で
院
内
感
染

防
止
を
！
 

窪
田
　
知
子
 

（
公
　
明
　
党
） 

新
年
の
市
長
挨
拶
か
ら

「
藝
術
文
化
の
薫
る
ま

ち
」
と
「
今
後
１０
年
の

財
政
状
況
」
に
つ
い
て

問
う
 

「
緑
と
清
流
の
ま
ち
」

を
掲
げ
る
日
野
市
の
水

辺
環
境
、
特
に
用
水
の

保
全
に
つ
い
て
問
う
 

東
京
都
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
と
日
野
市
の
対

応
 

問
　
財
政
運
営
は
広
域
連
合

が
行
い
、
保
険
料
の
徴
収
を

市
の
役
割
と
す
る
と
、
被
保

険
者
の
現
状
を
熟
慮
し
た
柔

軟
な
対
応
が
可
能
な
の
か
。
 

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
　
資

格
異
動
や
保
険
給
付
の
届
け

出
、
減
免
申
請
等
の
窓
口
事

務
を
区
市
町
村
が
行
い
、
運

営
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
ま
す
。
 

問
　
市
の
考
え
を
問
う
。
 

答
（
環
境
共
生
部
長
）
　
水

へ
の
感
覚
を
養
い
市
民
と
共

に
整
備
・
維
持
管
理
し
ま
す
。
 

清
水
　
登
志
子
 

“こ
れ
以
上
の
負
担
に
は

耐
え
ら
れ
な
い
”
と
い

う
市
民
の
く
ら
し
に
心

を
寄
せ
て
国
保
税
の
値

上
げ
は
中
止
せ
よ
 

問
　
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

答
（
市
長
）
　
レ
ジ
袋
を
使

わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
社
会

運
動
は
、
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
市
営
住
宅
に
お
い
て
子

育
て
世
帯
の
優
先
入
居
制
度

を
つ
く
れ
な
い
か
。
 

答
（
総
務
部
長
）
　
近
隣
市

の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

問
　
百
草
園
駅
前
通
り
の
歩

道
の
改
修
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
 

駅
舎
の
整
備
と
あ
わ
せ
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
市
内
宿
泊
施
設
の
必
要

性
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
 

将
来
的
な
課
題
と
し
て
、
継

続
的
に
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

問
　
武
道
の
振
興
に
は
、
何

が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。
 

答
（
教
育
部
参
事
）
　
す
ぐ

れ
た
指
導
者
、
常
時
活
動
で

き
る
場
所
の
確
保
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

問
　
院
内
感
染
対
策
に
つ
い

て
問
う
。
 

答
（
病
院
事
務
長
）
　
感
染

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
安
全
な
医

療
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。
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請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果
 

請
願
請
願
・
陳
情
陳
情
の
提
出
提
出
の
仕
方
仕
方
 

請
願
・
陳
情
の
提
出
の
仕
方
 （本　文） （表　紙） 

請願の要旨 
日野市議会議長 

様 
件名 
○○○○○○○ 

に関する請願 

平成　年　月　日 

請願代表者 
住所 

氏名 

電話 
他　　名 

紹介議員 
氏名 

問
１
　
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
と
子
育
て
支
援
策
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
１
（
子
ど
も
部
長
）
　
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
え
、
保
育
の
質
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

知
っ
得
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
普

及
、
子
育
て
支
援
マ
ッ
プ
の

使
用
の
啓
発
等
を
行
い
ま
す
。
 

問
２
　
い
じ
め
に
つ
い
て
。
 

答
２
（
教
育
部
参
事
）
　
い

じ
め
防
止
の
７
つ
の
ア
ク
シ

ョ
ン
や
教
育
課
程
で
の
取
り

組
み
等
、
今
後
も
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
 

問
３
　
子
ど
も
を
犯
罪
や
事

故
か
ら
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。
 

答
３
（
教
育
部
参
事
）
　
被

害
防
止
教
育
や
安
全
マ
ッ
プ

の
作
成
等
を
行
い
、
危
機
管

理
に
つ
い
て
も
教
育
課
程
に

位
置
づ
け
訓
練
を
行
い
ま
す
。
 

問
　
市
の
取
り
組
み
や
啓
発

に
つ
い
て
問
う
。
 

答
（
環
境
共
生
部
長
）
　
策

定
中
の
実
行
計
画
の
中
で
、

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
・
太
陽

光
発
電
等
の
導
入
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
等
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
広
報
へ
対
策

を
掲
載
し
た
り
、
環
境
教
育

や
地
域
へ
の
働
き
か
け
を
し

て
い
き
ま
す
。
 

問
１
　
平
和
事
業
に
つ
い
て
。
 

答
１
（
総
務
部
長
）
　
市
民

に
平
和
の
文
化
が
広
が
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。
 

問
２
　
下
水
道
債
繰
り
上
げ

償
還
に
よ
る
一
般
財
源
を
子

育
て
支
援
等
に
使
え
な
い
か
。
 

答
２
（
助
役
）
　
研
究
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

問
３
　
芸
術
文
化
、
平
和
文

化
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
３
（
市
長
）
　
芸
術
文
化

を
忘
れ
ず
、
行
政
運
営
に
進

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

問
１
　
市
民
の
負
担
は
、
ど

の
よ
う
に
重
く
な
る
の
か
。
 

答
１
（
市
民
部
長
）
　
こ
こ

数
年
、
税
制
等
が
大
き
く
動

い
て
お
り
、
そ
の
方
向
は
広

く
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
　
 

問
２
　
構
造
的
脆
弱
さ
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。
 

答
２
（
市
民
部
長
）
　
国
保

は
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
の

加
入
割
合
が
多
い
こ
と
な
ど

医
療
費
に
地
域
差
が
あ
り
運

営
が
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
国
・
都
レ
ベ

ル
で
対
処
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
　
 

問
３
　
国
保
税
を
値
上
げ
す

る
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
の

か
。
 

答
３
（
市
長
）
　
今
回
の
値

上
げ
は
行
政
の
長
と
し
て
大

変
つ
ら
い
決
断
で
す
。
 

ぜ
い
じ
ゃ
く
 

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
〜

学
校
放
課
後
プ
ラ
ン
、

幼
保
一
元
化
、
学
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
問
う
！
 

問
１
　
百
草
、
高
幡
台
団
地

商
店
街
の
実
態
調
査
は
そ
の

後
や
ら
れ
て
い
る
の
か
。
 

答
１
 

東
京
都
が
３
年
ご
と
に
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
２
　
空
き
店
舗
対
策
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
問
う
。
 

答
２
 

新
・
元
気
を
出
せ
！
商
店
街

事
業
に
活
性
化
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
、
産
学
公
連
携
に
よ
る

店
舗
対
策
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

問
３
　
商
店
街
の
駐
車
場
の

確
保
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
３
 

都
市
再
生
機
構
や
当
該
商
店

街
と
協
議
し
解
決
策
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

問
４
　
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
商
店
街
の
活
性
化
に
有

効
活
用
で
き
な
い
か
。
 

答
４
 

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
事
後
評
価
や
今
後
の
改

修
計
画
は
、
利
用
者
・
住
民

参
加
で
す
る
べ
き
で
は
。
 

答
 

日
野
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
の
中
で
も
、
市
民

参
画
で
継
続
的
な
改
善
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
高

幡
不
動
駅
の
経
験
を
今
後
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
保
育
の
実
態
や
方
向
性

を
き
ち
ん
と
検
討
し
て
計
画

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

答
（
助
役
）
　
不
安
や
動
揺

が
な
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
し
っ
か
り
話
し
合
い
を

し
て
い
き
ま
す
。
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
 


